
　㈱PR現代（東京都中央区、下島仁
代表）は、2月8日、宝飾小売業に携わ
る経営者・幹部を対象にしたセミナー
「JMG新年度フォーラム」をオンライン
＆リアルで開催する。時間は13時30分
～17時。
　同社は、物価の急激な上昇や原材
料の高騰、人口減少、さらにメーカー・
問屋の小売進出激化の時代、2023年
の宝飾業界はコロナ長期化のなか大
きな不透明感に覆われていると指摘。
　当日は、同社が主宰する次世代の顧
客と経営者をつくる「ネクストショップ」
を目指すマーケティング実践研究会
「JMG」（ジュエラーズ・マインドグルー
プ）が中心となり、これからの宝飾店の
方向性や注力すべき重点対策を多彩

な講師陣から学ぶ。また、大きな時代
の変化の時、今後の展望を拓くヒント
を一緒につかもうとフォーラムに無料
招待している。
　特に今回は、特別ゲスト講師として、
W&J藤井勇人編集長を招き、「最新
ジュエリー動向と、これからの日本宝
飾業界に期待すること」を紹介する。
　現在、ジュエリーにおいてはさまざま
な格差が広がっているように感じる。若
手のクリエイターはSNS等を駆使して
さらに台頭し、また宝飾店の中にも、さ
まざまな個性をもった業態が出現。そ
の一方で既存の顧客や催事偏重の営
業方法に固執している店は衰退の途を
たどっていることを懸念。
　そして、自社の独自性（USP＝ユニー
クセリングプロポジション）を磨き上げ、
ウェブとリアルを融合した「集客導線の

最適化」を測ることにより新規客の獲
得とファン客づくりの仕組みづくりがで
きたところが元気に健闘していると説
いている。

　同フォーラムは、第１部：「Google 
活用研修セミナー」（13:30-14:30）＝
「Googleアナリティクス４の基本解読
＆Googleマップ活用研修セミナー」
（講師PR現代、高本恵未）。
　第２部：本会（14:50-17:00）＝①Ｊ
ＭＧ会長念頭所感＝㈲花路「ジュエ
リーハナジマ」代表 花島路和氏。②
「2023年宝飾業界、気になるトピック
ベスト３」＝日本宝飾品貿易協会
(JJTA)理事、深澤裕氏（JMG顧問）。
③「物価上昇時代に選ばれる宝飾店
５つの強化ポイント」＝PR現代、下島
仁氏。④「前年事例からおさえておき

たい宝飾店最新法務トピック」＝新田
真之介弁護士（JMG顧問）。⑤緊急提
言「小売り流通チャネル崩壊時代への
適応策」＝㈱デジタルジュエリー代表
「デジタルジュエリー®協会」主宰佐藤
善久氏。⑥ゲスト講演「ジュエリー業
界紙編集長に聞く、最新ジュエリー動
向と、これからの日本宝飾業界に期待
すること」＝『The Watch & Jewelry 
Today』
編集長、
藤井勇人
氏。
▼詳細＝
https://
pr-g.jp/。

　協同組合
日本ゴール
ドチェーン
（NGC＝石
岡幸雄理事
長）は、NGC
創立65周年
と、㈱ジェイ・
ジー・パート

ナーズ（渡邉義
久社長）と、新
本 社 ビ ル
「AKUA北品
川」完成の3つ
の記念式典を
合わせた祝宴
会を、1月10日、
ホテルグランド

ニッコー東京で
開催し、会員を
はじめ来賓、指
定取引先など
120名が集い盛
大に行われた。

　石岡理事長は「65
周年を迎え、これまで
築いてきた諸先輩方
に感謝したい。また5
年前の60周年が最近
のように感じるが、今
後はリクルート活動に
も力を入れたい。現在
の加盟店は53社で、
昨年3ブロックから2
ブロックに変えた。さ
らにヴィクトリアオプチ
カルと提携し、POSシ

ステムなどを強化した。次の5月の総会
で承認されることだが、次期理事長には
㈱ミムラ時計店の三村真二社長が内定
している」と発表し、あいさつに代えた。
　NGCの2022年8月期の決算状況
は、加盟店53企業380店舗で、上場企

業含む総売上は525億円（前年比
102.1％）。上場企業除く総売上は
263億円（前年比107.9％）で、業種別
だと宝飾品103.1％、時計100.9％、眼
鏡98.5％となった。
　内容としては、ブロック会やオンライ
ンを活用しながら活発に活動。催事な
どへの関心も高まり、セミナーも100
人を超えることも。3月には合同ブロッ
ク会を大阪で予定。新社屋は、1階～

NGCが65周年式典などを開催
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3階が事務所
で、4階～7階
が賃貸となっ
ている。

　宝石の街「甲
府」で初開催さ
れる山梨ジュエ
リーフェア2023
（4.12-4.14）ま
であと3カ月とな
りました。
　コロナ禍で開催を取りやめてい
た甲府ジュエリーフェアから名前
を変え、気分一新“山梨ジュエリー
フェア”として生まれ変わりました。
　地元山梨だけでなく1,000を超
える業者を抱える日本の一大ジュ
エリー生産地に販売チャンスを窺
うべく、ルースを取り扱う会社や生
産に必要な宝石鑑別機器を扱う
会社などが県外から出展を決めて
います。
　企画としては東京開催では経験
できないような企画を多数用意し
ております。その中でも2021年に
ジャパンジュエリーフェアとして開
催した同展示会で好評だった工
場見学を今年も実施致します。
　今回はテニスブレスレットの製
造販売を1つの特長としているクロ
スフォー社を見学先とし同社の製
品の強みである製品のねじれの少
なさ、なめらかさを実現する技術
見学が可能です。
　会場内でも山梨の技術力を目

で見て感じて頂く
ため、職人による
宝飾加工実演な
ど山梨の技術力
を披露する場も
用意しています。

　山梨という立地で来場者には気
になるアクセスですが、好アクセス
を確保するため駐車場1,200台分
を用意、全国からシャトルバスの
運行、甲府駅と会場（アイメッセ山
梨）の循環バスなどで来場者に快
適な交通アクセスを提供します。
　更に国際的な情勢として1月か
ら始まった中国帰国時のコロナ規
制の大幅な緩和により多数の中国
人バイヤーの来場も期待できます。
　いよいよ国際的な展示会へ動
き出すという期待のもと、更なる出
展社と海外も含めた多くの来場者
を期待しています。
　主催：インフォーママーケッツ
ジャパン㈱、山梨県水晶宝飾協同
組合。会場：アイメッセ山梨、会期：
2023年4月12日（水）～14日
（金）。
　来場事前登録を公式サイトで
行うと当日の受付がQRコードで
スムーズになります。
　https://yamanashijewel-
leryfair.com/
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